
人力による締め固めフィールド試験 

【試験の目的】  
     戦前のフィルダムなどで一般的に実施された締固め方法を再現し、締固めの程度を確認する。 
 
【実施場所】 農村工学研究所内 試験フィールド 
 
 
【手順】  
 

・1.5m四方 
・（撒き出し厚：約10cm、仕上がり厚：約6.7cm）×3層 

約1m 

（撹乱試料） 
・含水比試験 
・粒度試験 
・締固め試験（透水試験含む） 

（不撹乱試料） 
（100ml円筒サンプラー） 
・含水比 

・乾燥密度 

・湿潤密度 

・D値 
・透水係数 

使用器具 

締固め試験 

・自然含水比を基準にして、加水過程と減水過程 
・ランマー質量2.5kg、モールド内径10cm、突固め層数3層 
・1層あたりの突固め回数：6、12、18、25回 
・落下高さ：10cm（6回のみ）、20cm（6回のみ）、30cm（25回のみ） 

室内試験 

フィールド試験 
比較 

原地盤（関東ローム） 

落下高さ 
30cm 

① タコ（完全人力） ② 模擬タコ（半人力） 

(*)フィールド試験の実施に合わせて（社）地盤工学会関東支部「江戸期以降の土木史跡の地盤工学的分析・評
価に関する研究委員会」の見学会も開催し、作業にご協力いただきました。 


